
女子高生が下半身丸出しに！スカート

の下に履いたジャージを脱がせ、スカ

ートとパンツも脱がせる教師

「緑山、またお前か」

57歳の高校教諭の宮台勉はそう声をかけた。

宮台が勤めている高校の廊下でのことだ。

「別にいいでしょー」

声をかけられた、緑山音羽がそう言った。

緑山音羽は成績が高校の中でもかなり悪い

方で、不良とまではいかないけど、不真面目な

生徒だった。

でも、ルックスはかなりよく、男子にも人気が

あった。

「いいわけないだろ。前にも言ったろ」

宮台が大きな声で言う。

宮台が注意していたのは、服装の校則違反に

ついてだった。

この高校では、服装の規定が厳しく決められ

ている。

緑山音羽はスカートの下に、学校のジャージ

を履いていた。

いわゆる『はにわルック』というやつだ。

確かに見栄え的にはよくない。

それは、スカートの中が見られないようにする

ためや、生足を見せたくないがためのものだっ

たが、れっきとした校則違反だった。

宮台は以前にもそのことで緑山音羽を注意し

ていた。


